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2. 活動報告  
2-1. 研究概要 
当実験施設では，低バックグラウンドガンマ線測定法などの適用により，放射性核種を精密に測定

し，物質の時間的・空間的分布や移行挙動の環境・地球科学的解析を行うほか，放射性同位体をトレ

ーサーとする研究領域の開拓を目指すことを目的としている。本年度は，福島第一原発事故関連も含

めて以下の研究を実施した。 
 

2-1-1. 地球・環境化学的研究 
1) 能登半島における統合環境研究 
最近の環境汚染物質の中には大気・海洋・陸域環境を広範囲に移動して，ヒトの健康や生態系に影響

を及ぼすものがある。このような多様な環境問題の原因を明らかにして有効な対策を講じるためには，

従来の大気環境，海洋環境，陸域環境といった個別研究では限界がある。これらの枠を超えて総合す

る「統合環境」の概念を導入して取り組む必要がある。環日本海域環境研究センターでは，センター

の研究施設が集中し，少子高齢化に関係した社会・自然環境問題が発生している能登半島において，

大気—陸域—沿岸海洋を繋ぐ観測を珠洲市と七尾市旧中島町の熊木川—七尾西湾での観測を開始した。

中島地域の熊木川では，毎月 1 回の観測を実施し，河川水中の懸濁粒子の起源を推定するため，大気

フォールアウト由来の 7Be，210Pb と有機物の 14C と炭素・窒素安定同位体比を測定した。その結果，

降雨時には河川の上流から下流まで森林表層土壌由来の粒子が供給されることが明らかになった。ま

た，七尾西湾の海底堆積物の分析結果より，近年 50 年間では堆積物への有機物の蓄積量が増加し，流

域環境の変化，あるいは温暖化の影響が寄与している可能性が示唆された。 
2) 日本海における水塊移動・物質循環研究 

日本海における水塊流動と物質循環像を把握するために，島根県水産試験場・石川県水産総合研究

センターの協力による浜田沖と能登半島沖測線観測時の表層水採取，中央水産研究所の蒼鷹丸，長崎

大学の長崎丸調査航海における海水を採取し，放射性核種 (228Ra/226Ra 比，228Th/228Ra 比および 134Cs，
137Cs 濃度) と PAHs 濃度の測定を実施した。 
3) 蒼鷹丸による日本海調査航海 

2016 年 7 月に，中央水産研究所蒼鷹丸の調査航海において，日本海海水を鉛直方向に採取した。短

半減期の粒子吸着性放射性核種 234Th 測定のため，調査船上にて化学処理を実施し，寄港後ただちに

γ線測定に取りかかった。粒子吸着性 234Th とその親核種の溶存性 238U 濃度の比較 (234Th/238U 比) よ
り，粒子吸着性成分，及び粒子そのものの挙動を探る。本測定結果については，現在，解析中である。 
 
2-1-2. 福島第一原発事故に絡む放射能汚染の調査・研究 
1) 福島県内河川 

福島県内の阿武隈川・夏井川・新田川，群馬県内の利根川上流で継続した調査を行い，事故後の時

間経過により河川水中の放射能濃度は指数関数的に減少し，平成 28 年度にはほぼ横ばいの推移であ

った。また，2016 年 6 月 6-9 日に福島県浜通り地域の新田川，岩沢川，夏井川，宮城県の阿武隈川下

流の岩沼で河川水中の溶存態と懸濁態の放射性セシウムの存在形態を比較検討した。その結果，イオ

ン強度が他の河川に比べて１〜２桁高い岩沢川（電気伝導度 108 mS/m）において溶存態と懸濁態 137Cs
放射能濃度は 45mBq/L と比較的高く，懸濁態の割合が 3.3％とかなり低い値を示した。同様な結果は，

2016 年 11 月 18 日の新田川，岩沢川，夏井川，阿武隈川の調査でも観測された。岩沢川の懸濁粒子重
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量あたりの 137Cs 放射能濃度は 635Bq/kg-ss 乾土と，比較的流域が近い夏井川の河川懸濁粒子（526〜
765Bq/kg-ss 乾土）と同じ程度であることから，溶存態 137Cs の河川への流出が高いことが考えられる。

この様に溶存態 137Cs の割合が高いことはチェルノブイリ周辺の湿地帯を流れるプリピアチ川河川水

で観測されている。つまり，河川流域の条件により，放射性セシウムの流出挙動，存在形態が支配さ

れる可能性が考えられる。米国ウッズホール海洋研究所とは，福島県いわき市の四ツ倉海岸において，

地下水の観測を平成 28 年 11 月 14 日-17 日に行い，地下水中の放射性セシウムの測定を行うととも

に，比抵抗トモグラフィー計測による地下の水塊分布状況を検討し，放射性セシウム濃度の分布状況

との関係については，現在，解析中である。 
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5) 長尾誠也：河川起源の腐植物質が日本海への溶存鉄輸送に果たす役割の解明 （一般研究），北海

道大学（白岩孝行） 
6) 長尾誠也：深部地下水中の溶存有機物の錯生成機構に関する研究（若手研究），東北大学（紀室

辰伍） 
7) 長尾誠也：日本海とオホーツク海の物質循環・生態系の比較と縁辺海の役割（研究集会），北海

道大学（西岡 純） 
8) 長尾誠也：対馬暖流系の変動機構の解明に向けて（研究集会），北海道大学（江渕直人） 
9) 長尾誠也：能登半島における越境物質負荷と集水域生態（研究集会），総合地球環境学研究所

（陀安一郎） 
10) 井上睦夫：日本海沿岸における東電福島第一原発由来放射性 Cs の動態把握（一般研究），海洋

生物環境研究所（高田兵衛） 
 

 海外渡航 
1) 長尾誠也，ウラジオストク（ロシア），二国間交流事業（2016.5.10-15）. 
2) 長尾誠也・井上睦夫,ウラジオストク（ロシア）二国間交流事業（2016.8.14-18）. 
3) 井上睦夫，オークランド（ニュージーランド），頭脳循環を加速する戦略的国際研究ネットワー

ク推進プログラム（2016.10.12-12.5）. 
4) 井上睦夫，オークランド（ニュージーランド），頭脳循環を加速する戦略的国際研究ネットワーク

推進プログラム（2017.1.15-4.5）. 

−  6  − −  7  −
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 訪問外国人研究者 
1) Kevin C Lee，オークランド工科大学（ニュージーランド），研究打ち合わせ，長尾誠也（2016.12.16）. 
2) Viatcheslav Lobanov，ロシア科学アカデミー太平洋海洋研究所（ロシア），環日センター国際会議

招聘，長尾誠也（2017.2.27-3.2）. 
3) Stephen B. Pointing，オークランド工科大学（ニュージーランド），研究打ち合わせ（2017.3.8）. 
4) Matthew Adam Charette，ウッズホール海洋研究所（アメリカ），研究打ち合わせ（2017.3.22-26）. 
 
(5) 各種活動 
 学会活動 
1)  浜島靖典：日本アイソトープ協会 第 25 期理工学部会専門委員会委員，2015-現在． 
2)    長尾誠也：日本原子力学会代議員，2013-2017 
3)    長尾誠也：日本放射化学会理事，2015-現在 
4)    長尾誠也：日本腐植物質学会理事，2015-現在 
5)    長尾誠也：日本腐植物質学会編集委員，2011-現在 
6)    長尾誠也：国際腐植物質学会日本支部長， 2012-現在 
7)    長尾誠也：日本地球惑星連合合同大会「水循環・水環境」セッションコンビーナー，2008-現在 
  
 社会活動 
1)  長尾誠也：小松高校 SSH 運営委員会委員 2011-現在 
2)  長尾誠也：環境技術研究所排出放射能環境動態調査検討委員会委員，2013-現在 
3)  長尾誠也：海洋生物環境研究所データ解析専門部会委員，2014-現在  
4)  長尾誠也：日本原子力研究開発機構研究嘱託，2009-現在 
5)  長尾誠也：大学連携ネットワーク連携協力推進協議会委員，2016-現在 
6)  長尾誠也：木場潟浮島プロジェクト推進委員会委員，2016-現在 
7)  長尾誠也：木場潟浮島プロジェクト WG 座長，2016-現在 
 
 招待講演および特別講演，依頼講演 
1)  井上睦夫，日本海と放射能，公開臨海演習，金沢大学臨海実験施設（2016.9.27） . 
2)  井上睦夫，根上隕石講演会 隕石トリヴィア (雑学的豆知識)，能美市寺井中学校（2016.12.19）. 
3)  井上睦夫，根上隕石講演会 隕石トリヴィア (雑学的豆知識)，能美市辰口中学校（2016.12.20）. 
4)  長尾誠也，福島原発事故により放出された放射性セシウムの環境中における移行挙動，日本原子

力学会北海道支部特別学術講演会，北海道大学（2016.5.18）. 
5)  長尾誠也，Study on transport of particulate organic matter from river to ocean using radiocarbon，地球惑

星連合大会，幕張メッセ（2016.5.26）. 
 

 
2-3. 研究費 
(1) 科学研究費等 
1) 山本政儀，科学研究費補助金新学術領域研究，移行に伴う放射性物質の化学形態と微量分析技術

の開発，代表者，平成 24～28 年度，（総額 95,000 千円）900 千円． 
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2) 山本政儀，科学研究費補助金新学術領域研究，福島原発事故により放出された放射性核種の環境

動態に関する学際的研究：総括班，分担者，平成 24～28 年度，100 千円． 
3) 山本政儀，科学研究費補助金基盤研究（A），カザフ核実験場周辺住民の放射性降下物被曝の実態

解明－線量評価及び健康影響解析－，分担者，平成 26～29 年度，50 千円． 
4) 山本政儀，科学研究費基金基盤研究（C），複数の放射性核種の高分解能空間分布からみた日本列

島周辺海域の物質循環，分担者，平成 27～29 年度，100 千円． 
5) 長尾誠也，科学研究費補助金新学術領域研究，移行に伴う放射性物質の化学形態と微量分析技術

の開発，分担者，平成 24～28 年度，2,500 千円． 
6) 長尾誠也，科学研究費補助金基盤研究（B），永久凍土の変動がアムール川流域の溶存鉄流出に果

たす影響の解明，分担者，平成 27～29 年度，460 千円． 
7) 長尾誠也，科学研究費基金基盤研究（C），複数の放射性核種の高分解能空間分布からみた日本列

島周辺海域の物質循環，分担者，平成 27～29 年度，100 千円． 
8) 井上睦夫，科学研究費補助金新学術領域研究，超新星背景ニュートリノ観測による星形成の歴史

の研究，分担者，平成 27～30 年度，1,000 千円（内 50 万円は，平成 27 年度の繰越分）． 
9) 井上睦夫，科学研究費基金基盤研究（C），複数の放射性核種の高分解能空間分布からみた日本列

島周辺海域の物質循環，代表者，平成 27～29 年度，1,000 千円． 
10) 井上睦夫，科学研究費一部基金基盤研究（B），堆積速度の低下による汽水域底質の酸性化問題の

提起とその解決へ向けた基礎研究，分担者，平成 25～28 年度，100 千円． 
11) 濱島靖典，科学研究費基金基盤研究（C），福島県沖生物中の微弱放射性銀/セシウム比精密定量法

開発と移行過程解明への応用，代表者，平成 27～29 年度，214 千円． 
12) 濱島靖典，科学研究費補助金新学術領域研究，海洋および海洋底における放射性物質の分布状況

要因把握，分担者，平成 24～28 年度，360 千円． 
13) 濱島靖典，科学研究費基金基盤研究（C），複数の放射性核種の高分解能空間分布からみた日本列

島周辺海域の物質循環，分担者，平成 27～29 年度，100 千円． 
14) 落合伸也，科学研究費補助金基盤研究（B），気候システム移行期における突発的環境変動，分担

者，平成 28 年度，100 千円． 
15) 宮田佳樹，科学研究費補助金基盤研究（A），科学分析手法と土器使用痕観察を組み合わせた古食

性と調理形態復元に関する学際的研究，代表者，平成 28～31 年度，(総額 31,200 千円)  1,100
千円． 

16) 宮田佳樹，科学研究費補助金新学術領域研究，高精度年代測定および稲作農耕文化の食生活・健

康への影響評価，分担者，平成 27～31 年度，1,500 千円． 
17) 宮田佳樹，科学研究費補助金基盤研究（B），縄文土器で煮炊きしたものと土器の使い分けについ

ての研究，分担者，平成 27～30 年度，1,000 千円． 
18) 宮田佳樹，科学研究費一部基金基盤研究（B），ユーラシア古代遊牧社会形成の企画考古学，分担

者，平成 25～28 年度，50 千円． 
 

(2) 共同研究費 
1) 長尾誠也，小松精錬受託研究費，発泡セラミックスを活用した浮島式水質浄化システムの開発，

平成 28 年度，400 千円． 
2) 濱島靖典，福島大学，環境試料中の極低レベル放射性セシウムの測定，平成 26～29 年度，1,619

−  8  − −  9  −
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 訪問外国人研究者 
1) Kevin C Lee，オークランド工科大学（ニュージーランド），研究打ち合わせ，長尾誠也（2016.12.16）. 
2) Viatcheslav Lobanov，ロシア科学アカデミー太平洋海洋研究所（ロシア），環日センター国際会議

招聘，長尾誠也（2017.2.27-3.2）. 
3) Stephen B. Pointing，オークランド工科大学（ニュージーランド），研究打ち合わせ（2017.3.8）. 
4) Matthew Adam Charette，ウッズホール海洋研究所（アメリカ），研究打ち合わせ（2017.3.22-26）. 
 
(5) 各種活動 
 学会活動 
1)  浜島靖典：日本アイソトープ協会 第 25 期理工学部会専門委員会委員，2015-現在． 
2)    長尾誠也：日本原子力学会代議員，2013-2017 
3)    長尾誠也：日本放射化学会理事，2015-現在 
4)    長尾誠也：日本腐植物質学会理事，2015-現在 
5)    長尾誠也：日本腐植物質学会編集委員，2011-現在 
6)    長尾誠也：国際腐植物質学会日本支部長， 2012-現在 
7)    長尾誠也：日本地球惑星連合合同大会「水循環・水環境」セッションコンビーナー，2008-現在 
  
 社会活動 
1)  長尾誠也：小松高校 SSH 運営委員会委員 2011-現在 
2)  長尾誠也：環境技術研究所排出放射能環境動態調査検討委員会委員，2013-現在 
3)  長尾誠也：海洋生物環境研究所データ解析専門部会委員，2014-現在  
4)  長尾誠也：日本原子力研究開発機構研究嘱託，2009-現在 
5)  長尾誠也：大学連携ネットワーク連携協力推進協議会委員，2016-現在 
6)  長尾誠也：木場潟浮島プロジェクト推進委員会委員，2016-現在 
7)  長尾誠也：木場潟浮島プロジェクト WG 座長，2016-現在 
 
 招待講演および特別講演，依頼講演 
1)  井上睦夫，日本海と放射能，公開臨海演習，金沢大学臨海実験施設（2016.9.27） . 
2)  井上睦夫，根上隕石講演会 隕石トリヴィア (雑学的豆知識)，能美市寺井中学校（2016.12.19）. 
3)  井上睦夫，根上隕石講演会 隕石トリヴィア (雑学的豆知識)，能美市辰口中学校（2016.12.20）. 
4)  長尾誠也，福島原発事故により放出された放射性セシウムの環境中における移行挙動，日本原子

力学会北海道支部特別学術講演会，北海道大学（2016.5.18）. 
5)  長尾誠也，Study on transport of particulate organic matter from river to ocean using radiocarbon，地球惑

星連合大会，幕張メッセ（2016.5.26）. 
 

 
2-3. 研究費 
(1) 科学研究費等 
1) 山本政儀，科学研究費補助金新学術領域研究，移行に伴う放射性物質の化学形態と微量分析技術

の開発，代表者，平成 24～28 年度，（総額 95,000 千円）900 千円． 
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2) 山本政儀，科学研究費補助金新学術領域研究，福島原発事故により放出された放射性核種の環境

動態に関する学際的研究：総括班，分担者，平成 24～28 年度，100 千円． 
3) 山本政儀，科学研究費補助金基盤研究（A），カザフ核実験場周辺住民の放射性降下物被曝の実態

解明－線量評価及び健康影響解析－，分担者，平成 26～29 年度，50 千円． 
4) 山本政儀，科学研究費基金基盤研究（C），複数の放射性核種の高分解能空間分布からみた日本列

島周辺海域の物質循環，分担者，平成 27～29 年度，100 千円． 
5) 長尾誠也，科学研究費補助金新学術領域研究，移行に伴う放射性物質の化学形態と微量分析技術

の開発，分担者，平成 24～28 年度，2,500 千円． 
6) 長尾誠也，科学研究費補助金基盤研究（B），永久凍土の変動がアムール川流域の溶存鉄流出に果

たす影響の解明，分担者，平成 27～29 年度，460 千円． 
7) 長尾誠也，科学研究費基金基盤研究（C），複数の放射性核種の高分解能空間分布からみた日本列

島周辺海域の物質循環，分担者，平成 27～29 年度，100 千円． 
8) 井上睦夫，科学研究費補助金新学術領域研究，超新星背景ニュートリノ観測による星形成の歴史

の研究，分担者，平成 27～30 年度，1,000 千円（内 50 万円は，平成 27 年度の繰越分）． 
9) 井上睦夫，科学研究費基金基盤研究（C），複数の放射性核種の高分解能空間分布からみた日本列

島周辺海域の物質循環，代表者，平成 27～29 年度，1,000 千円． 
10) 井上睦夫，科学研究費一部基金基盤研究（B），堆積速度の低下による汽水域底質の酸性化問題の

提起とその解決へ向けた基礎研究，分担者，平成 25～28 年度，100 千円． 
11) 濱島靖典，科学研究費基金基盤研究（C），福島県沖生物中の微弱放射性銀/セシウム比精密定量法

開発と移行過程解明への応用，代表者，平成 27～29 年度，214 千円． 
12) 濱島靖典，科学研究費補助金新学術領域研究，海洋および海洋底における放射性物質の分布状況

要因把握，分担者，平成 24～28 年度，360 千円． 
13) 濱島靖典，科学研究費基金基盤研究（C），複数の放射性核種の高分解能空間分布からみた日本列

島周辺海域の物質循環，分担者，平成 27～29 年度，100 千円． 
14) 落合伸也，科学研究費補助金基盤研究（B），気候システム移行期における突発的環境変動，分担

者，平成 28 年度，100 千円． 
15) 宮田佳樹，科学研究費補助金基盤研究（A），科学分析手法と土器使用痕観察を組み合わせた古食

性と調理形態復元に関する学際的研究，代表者，平成 28～31 年度，(総額 31,200 千円)  1,100
千円． 

16) 宮田佳樹，科学研究費補助金新学術領域研究，高精度年代測定および稲作農耕文化の食生活・健

康への影響評価，分担者，平成 27～31 年度，1,500 千円． 
17) 宮田佳樹，科学研究費補助金基盤研究（B），縄文土器で煮炊きしたものと土器の使い分けについ

ての研究，分担者，平成 27～30 年度，1,000 千円． 
18) 宮田佳樹，科学研究費一部基金基盤研究（B），ユーラシア古代遊牧社会形成の企画考古学，分担

者，平成 25～28 年度，50 千円． 
 

(2) 共同研究費 
1) 長尾誠也，小松精錬受託研究費，発泡セラミックスを活用した浮島式水質浄化システムの開発，

平成 28 年度，400 千円． 
2) 濱島靖典，福島大学，環境試料中の極低レベル放射性セシウムの測定，平成 26～29 年度，1,619
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千円． 
3) 濱島靖典，株式会社環境総合テクノス，微量放射能測定のための前処理方法および試薬開発と環

境試料測定，平成 26～28 年度，600 千円． 
 

(3) 受託研究費 
1) 長尾誠也，海上技術安全研究所，放射性セシウムの変動要因に関する調査業務，平成 28 年度，

3,240 千円． 
2) 長尾誠也，小松市，木場潟の水質改善調査，平成 28 年度，1,905 千円． 
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【はじめに】 

2011 年 3 月 11 日の東京電力福島第一原子力発電所 (福島原発) 事故による海洋環境汚染に関する調

査は、海水、海産物、および堆積物等を用い、様々な海域で継続されている。その中で、福島第一原

子力発電所からの直接流出の影響が考えにくい新潟沿岸～佐渡海盆の海底堆積物に低い放射能濃度で

はあるが、福島原発由来と考えられる 134Cs が検出された (葉葺他, 2013；Inoue et al., 2015)。本海域で

は大気経由のフォールアウトの寄与がほとんどなかったため、上流が福島県西部に位置する阿賀野川

からの供給が考えられる。 

本研究では、阿賀野川・信濃川河口域の沿岸～沖合域の堆積物における 134Cs、137Cs 放射能濃度の

空間的、時間的変動を調べ、福島原発事故由来 134Cs の阿賀野川流域より新潟沿岸～沖合域にいたる

移行と堆積挙動を検討した。 

 

【試料採取・実験】 

2014 年 7 月に、阿賀野川河口域から沖合の計 13 地点 (地点

A-M) で 10 cm の堆積物コア、2015 年 7 月に計 25 地点 (地点 1-

25) で 20 cm 堆積物コアを採取した。また、2014 年と 2015 年の

5 月には、それぞれ計 4 地点 (地点 N1-N4) で~15 cm 堆積物コア

を調査航海にて採取した (図 1：海生研 2015, 2016)。堆積物コ

ア試料は、船上で 1 cm 厚にカットした。尾小屋地下測定室の

Ge 半導体検出器を使用した低バックグラウンド γ線測定によ

り、海底堆積物の 134Cs および 137Cs 放射能濃度を測定した。 

 

【結果・考察】 

 134Cs 放射能濃度の表層堆積物の水平分布と代表的な鉛直分布 

(地点 F, N2)、およびインベントリーを、それぞれ図 2、3、4 に

示す。阿賀野川河口域～沖合 (地点 A-F) において、河口域から離れるにつれて表層堆積物の 134Cs 放

射能濃度が 7 Bq/kg-dry から< 0.2 Bq/kg-dry と急減した (図 2)。河口域付近 (地点 F) では深さ 10 cm

まで 134Cs が検出された (図 3)。このことから、河口域付近では阿賀野川河川懸濁粒子の堆積速度が

大きい、あるいは何らかの攪乱作用があることが示唆された。水深 80 m 測線 (地点 E, G-M, 1-15) で

 

は、阿賀野川河川懸濁粒子の供給を反映して河口域付近では 134Cs が全地点で検出された (1.3-6.5 

Bq/kg-dry)。また、2014 年と 2015 年では堆積物表層の水平分布が異なる。水深 150 m 測線 (地点 16-

25) では、沿岸付近の傾斜が急な測点 18、19 以外では 134Cs は検出限界以下 (<0.2 Bq/kg-dry) であっ

た。これは水深 150 m まで阿賀野川河川懸濁粒子がほとんど到達していないことを示している。佐渡

海盆の地点 N1-N3 では地点 K-M よりも表層の 134Cs 放射能濃度が高かった。佐渡海盆の底面に位置す

る地点 N2 は、地点 F と異なり不規則な鉛直分布を示した。 

 堆積物の 134Cs インベントリーの結果 (図 4) より、本調査海域では河口域に 134Cs が多く存在する

ことが明らかとなった。2015 年における 134Cs の水平分布は 2014 年と異なるが、これは地形などを反

映した局所的な堆積環境の違いを反映すると考えられる。一方、佐渡海盆にも優先的に 134Cs が供給

されている傾向が認められ、海盆北東傾斜面を経ての阿賀野川河川粒子の再分配が考えられる。 

 

図 2 表層の 134Cs 濃度分布          図 3 地点 F, N2 の 134Cs 濃度鉛直分布      図 4 134Cs 濃度のインベントリー 
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 134Cs、137Cs、108mAg、54Mn および 60Co といった微弱人工放射性核種は、大気圏内核実験、

原発事故や原子力施設からの漏洩の指標として、海産物を中心に、多くの報告がなされてき

た。通常の γ線測定では、40K がもたらすコンプトン効果の寄与が、これら微弱核種の測定を

妨げる大きな要因となる。我々の先行研究では、海藻試料に簡単な 40K 浸出除去を施すこと

により、コンプトン効果の低減が得られた (Inoue et al ., 2003)。一方、2011 年 3 月の福島第一

原子力発電所事故によって大量の放射性セシウムが海洋環境中へも放出されたことから、海

産物のモニタリング調査がこれまでにない頻度で行われている。しかし事故後 5 年が経過し

た現在では、その放射能濃度も減少を続けていることからも、検出限界の低減が求められる。 
 本研究では、簡便な 40K 浸出除去法を魚介類の微弱レベルの 134Cs および 137Cs 濃度測定用

に改良した。硝酸酸性 (pH1) 溶液で、灰化した魚試料を 1 時間撹拌することにより、～98%
の 40K が溶液に除去されることが分かった。そのため、AMP により溶液中の放射性セシウム 
(～90%) を回収、残渣＋AMP をガンマ線測定用試料とした (セシウム回収率：～99%) (Fig. 1)。 

Fig. 1: Water leaching treatment combined with AMP method 
 

 本手法の有効性を検討するため、2013 年に北海道小樽沿岸で採取されたヒラメ (筋肉部位) 
の灰化試料に本手法を適用し、低レベル 134Cs、137Cs 濃度の測定を行った。その結果、地上レ

ベルのγ線測定では、海産物試料の γ 線スペクトルのベースライン（610-650keV）が処理前

 2

の～1/5 (バックグラウンドと同レベル) に低減した。尾小屋地下測定室での低バックグラウン

ド γ線測定において、処理前後のγ線スペクトル (Fig. 2）を比較した。ベースラインは 1/30
に低減し、処理前は 40K のベースラインに埋もれていた 134Cs ピークの検出が可能となり 
(0.014±0.002Bq/kg-wet)、本前処理法の効果を示している。 

    Fig. 2: Improvement of the signal/noise ratio in -spectra (0.25 keV/ch) in a Flounder 
sample obtained in Ogoya Underground Laboratory (3 days counting). 

 
 文献：Inoue et al. (2003) J. Radioanal. Nucl. Chem. 255, 211-215.  
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【はじめに】 
 2011 年 3 月 11 日の東日本大震災とそれに伴う津波によって発生した東京電力福島第一原子力

発電所（FDNPP）事故により、大量の放射性セシウムが大気中・海洋中に放出された。放出され

た放射性セシウムの一部は陸域へ沈着し、航空機サーベイのモニタリング結果などから、その汚

染範囲は関東地方を含む広範囲に及んでいる。湖沼堆積物へ放射性セシウムが沈着する経路には、

河川からの運搬や、大気からのフォールアウトが存在する。流入河川を持つ湖沼においては前者

の経路が支配的であるのに対し、標高の高いカルデラ湖のように集水域が狭く、流入河川がない、

もしくは規模が小さい湖沼では後者の経路が優位だと考えられる。しかし、このような湖沼の堆

積物において、放射性セシウムの堆積状況を調査・分析した研究は少ない。そこで本研究では、

大気から降下した放射性セシウムの寄与が大きいと考えられる群馬県榛名湖と赤城大沼の堆積

物を分析し、放射性セシウムの堆積状況について検討した。 
 
【試料・実験】  
 堆積物試料は、2011 年 12 月に赤城大沼の 3 地点（図 1）で、2015 年 9 月には榛名湖の湖北と湖

央の 2 地点（図 2）で採取した。試料は、乾燥後に 2 mm メッシュのふるいを通し、均一化を行っ

てから容器にパッキングした。その後、Ge 半導体検出器により 134Cs と 137Cs の放射能濃度を測定

した。また、両湖沼の堆積速度を求めるため、210Pb の放射能濃度の測定も行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（平成25年度環境研究総合推進費成果報告書1より改変） 

湖北 

湖央 

図1 赤城大沼 採取場所 

図2 榛名湖 採取場所 

【結果と考察】 
 赤城大沼の堆積物における 134Cs 濃度の鉛直分布を図 3 に示す。堆積物表層 0〜2 cm における
134Cs 濃度はそれぞれ、湖心部で 4.1×103 Bq/kg-dry、流出部で 1.8×103 Bq/kg-dry、流入部で 1.3×103 
Bq/kg-dry であった。134Cs は湖心部で 4〜6 cm、流出部で 15〜20 cm、流入部で 10〜15 cm の層ま

で検出された。また、134Cs インベントリーは流出部で 2.8×104 Bq/m2、流入部で 2.2×104  Bq/m2、

湖心部では 1.4×104 Bq/m2 と測点により異なっていた。210Pb 濃度から見積もられる堆積速度は大

きい順に、流入部 (0.092 g/cm2/y) ≧ 流出部 (0.091 g/cm2/y) > 湖心部 (0.060 g/cm2/y)となった。以

上より、湖心部ではフォールアウトの寄与が反映されている一方、流出部・流入部では、湖外か

ら放射性セシウムを吸着した粒子が移動・堆積していることが示唆された。 
 榛名湖の堆積物における 134Cs 濃度の鉛直分布を図 4 に示す。134Cs 濃度の最大値は、湖北部で

深さ 2〜3 cm の 6.1×102 Bq/kg-dry、湖央部では深さ 3〜4 cm の 7.3×103 Bq/kg-dry であった。な

お、134Cs は湖北部で 11 cm、湖央部で 9 cm まで検出された。134Cs インベントリーは、湖北部で

5.0×103 Bq/m2、湖央部で 4.6×103 Bq/m2 であった。榛名湖には流入河川がないため、堆積物に沈

着した放射性セシウムは大気からのフォールアウト由来であると考えられる。このことを踏まえ

て、赤城大沼・榛名湖の堆積物における 134Cs インベントリーを 2011 年 3 月 11 日に壊変補正を行

い比較すると、赤城大沼湖心部 (1.8×104 Bq/m2) < 榛名湖北部・榛名湖央部 (2.3×104 Bq/m2・2.1
×104 Bq/m2)となり、大気からのフォールアウトの影響は赤城大沼より榛名湖の方が若干大きいと

考えられる。 
 

 
 
 
 
 
【引用文献】 
1 平成 25 年度 環境研究総合推進費報告書「群馬県に降下した放射性セシウムの動態解析と将来予

測」 

図3 赤城大沼堆積物の134Cs放射能濃度鉛直分布 図4 榛名湖堆積物の134Cs放射能濃度鉛直分布 
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Bq/kg-dry であった。134Cs は湖心部で 4〜6 cm、流出部で 15〜20 cm、流入部で 10〜15 cm の層ま

で検出された。また、134Cs インベントリーは流出部で 2.8×104 Bq/m2、流入部で 2.2×104  Bq/m2、

湖心部では 1.4×104 Bq/m2 と測点により異なっていた。210Pb 濃度から見積もられる堆積速度は大

きい順に、流入部 (0.092 g/cm2/y) ≧ 流出部 (0.091 g/cm2/y) > 湖心部 (0.060 g/cm2/y)となった。以

上より、湖心部ではフォールアウトの寄与が反映されている一方、流出部・流入部では、湖外か

ら放射性セシウムを吸着した粒子が移動・堆積していることが示唆された。 
 榛名湖の堆積物における 134Cs 濃度の鉛直分布を図 4 に示す。134Cs 濃度の最大値は、湖北部で

深さ 2〜3 cm の 6.1×102 Bq/kg-dry、湖央部では深さ 3〜4 cm の 7.3×103 Bq/kg-dry であった。な

お、134Cs は湖北部で 11 cm、湖央部で 9 cm まで検出された。134Cs インベントリーは、湖北部で

5.0×103 Bq/m2、湖央部で 4.6×103 Bq/m2 であった。榛名湖には流入河川がないため、堆積物に沈

着した放射性セシウムは大気からのフォールアウト由来であると考えられる。このことを踏まえ

て、赤城大沼・榛名湖の堆積物における 134Cs インベントリーを 2011 年 3 月 11 日に壊変補正を行

い比較すると、赤城大沼湖心部 (1.8×104 Bq/m2) < 榛名湖北部・榛名湖央部 (2.3×104 Bq/m2・2.1
×104 Bq/m2)となり、大気からのフォールアウトの影響は赤城大沼より榛名湖の方が若干大きいと

考えられる。 
 

 
 
 
 
 
【引用文献】 
1 平成 25 年度 環境研究総合推進費報告書「群馬県に降下した放射性セシウムの動態解析と将来予

測」 

図3 赤城大沼堆積物の134Cs放射能濃度鉛直分布 図4 榛名湖堆積物の134Cs放射能濃度鉛直分布 
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平成 28 年度見学来訪・出張の記録 
 

平成 28. 4.8 公益財団法人 海洋生物環境研究所 高田 兵衛 氏 研究打ち合わせ 
      4.26 公益財団法人 海洋生物環境研究所 理事長 香川 謙二 氏,山内 達雄 氏,研究打ち合 
        わせ 
     4.28 東京大学大気海洋研究所准教授 小畑 元 氏,博士１年 原 拓冶 氏,北海道大学低温 

科学研究所准教授 西岡 純 氏,弘前大学被ばく医療総合研究所助教 田副 博文 氏 
研究打ち合わせ 

     4.28 海上技術安全研究所 鎌田 創 氏,浅見 光史 氏 研究打ち合わせ 
     5.2 公益財団法人 海洋生物環境研究所 高田 兵衛 氏 全国共同利用研究打ち合わせ 
     5.10-15 長尾教授二国間交流事業のためロシア ウラジオストクへ出張 

5.17 教育学部 井原研究室１４名、尾小屋見学 
6.17 原子力規制庁 南山 力生 氏,佐々木 潤 氏,上杉 正樹 氏,施設見学のため来所 
7.11 理工学域物質化学系３年生３６名実習、尾小屋地下測定室見学 
8.12 公益財団法人 海洋生物環境研究所 高田 兵衛 氏 全国共同利用研究打ち合わせ 
8.14-18 長尾教授,井上准教授,二国間交流事業研究打ち合わせのためロシア ウラジオスト

クへ出張 
     9.19-21 公益財団法人 海洋生物環境研究所 高田 兵衛 氏 全国共同利用研究のため来所 
     9.25-30 国立環境研究所 主任研究員 荒巻 能史 氏,全国共同利用研究のため来所 
     9.28-29 国立環境研究所 室長 堀口 敏宏 氏,全国共同利用研究のため来所 
     10.12-12.15 井上准教授「頭脳循環を加速する戦略的国際研究ネットワーク推進プログラ

ム」のためニュージーランド オークランドへ出張 
10.20-21 富士山科学研究所 山本 真也 氏,全国共同利用打ち合わせ 
10.24-28 東北大学 博士 2 年 紀室 辰伍 氏,全国共同利用研究のため来所 
12.7-8 弘前大学 教授 山田 正俊 氏,施設見学のため来所 
12.16 オークランド工科大学 Kevin C Lee 博士,研究打ち合わせ 
12.22 公益財団法人 海洋生物環境研究所 高田 兵衛 氏, 工藤 なつみ 氏,研究打ち合わせ   

     1.11-12 北大低温研Ｇ 修士２年 武市 あゆみ 氏,全国共同利用研究のため来所 
1.15-4.5 井上准教授「頭脳循環を加速する戦略的国際研究ネットワーク推進プログラム」

のためニュージーランド オークランドへ出張 
     3.3 岐阜大学 准教授 勝田 長貴 氏,全国共同利用研究のため来所 
     3.8 オークランド工科大学 教授 Stephen Pointing 氏,研究打ち合わせのため来所 
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